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Abstract 

We mainly conduct research topics related to the information media technology which contributes to achieve the safe and 

secure society. In this article, we introduce our research topics which are analytical studies of tweets (Twitter posts) posted at the 

time of disasters and the application development for the safe and secure society.
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1. はじめに 
 

 東海大学情報理工学部情報メディア学科・宇津研究室では，「安

全・安心のための情報メディア」に関する各種テーマに研究を行

っている．本稿では，主要なテーマである，災害時におけるツイ

ッター投稿（ツイート）の分析，及び安全・安心のためのアプリ

ケーションの研究開発について紹介する． 

 

2. 研究事例紹介 
 

2.1 災害時におけるツイートの分析 

令和元年東日本台風（2019 年台風第 19 号，アジア名：Hagibis）

当時に投稿された，救助要請・被害報告に関するツイートの分

析(1)について紹介する．  

令和元年東日本台風は，関東，甲信，東北地方の広範囲に，

記録的な大雨による甚大な被害をもたらした．当時，Twitter 上

に，「#救助」，「#救助要請」といった救助要請を意図するハッシ

ュタグが付与されたツイートが投稿された．一方，長野県防災

アカウントは，救助要請・被害報告に関する情報を「#台風 19

号長野県被害」のハッシュタグを付与して投稿するよう呼びか

けた．その結果，多数のツイートが投稿された．また，救助要

請に関するツイートの投稿者に対し直接やり取りを行い，救助

に結びつける取り組みを行っていた．ソーシャルメディアに投

稿された情報を活用することにより災害対応を迅速に行うため，

救助要請・被害報告に関するツイートの分析，議論が必要であ

る．このため，これら令和元年東日本台風時に投稿された救助

要請・被害報告に関するハッシュタグが付与されたツイートに

ついて，分析している．分析結果の概要について，図 1，図 2

に示す．同災害については，「#台風 19 号佐久市」のハッシュタ

グが付与されたツイートの分析についても行っている (2)．また，

平成 30 年 7 月豪雨（2018 年西日本豪雨）当時に投稿された救

助要請を意図するハッシュタグが付与されたツイートの分析に

ついても実施している (3)． 
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図 1 東日本台風当時に投稿された「#救助」，「#救助要請」が

付与されたツイートの分析結果（10 月 10 日 10 時～14 日 23 時

台に投稿された 737 ツイート） 
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図 2 東日本台風当時に投稿された「#台風 19 号長野県被害」

が付与されたツイートの分析結果（10 月 12 日 17 時～15 日 11

時台に投稿された 1,760 ツイート） 

 

 災害時のツイートの分析に関連し，新型コロナウィルス感染

症に関連するツイートの分析を行っている．具体的には，感染

症に関するツイートに含まれる語句に関する分析(4)，感染症に

関する都道府県知事のアカウントから投稿されたツイートの分

析(5)，ワクチン接種に関するデマ訂正ツイートの分析 (6)につい

て実施している．  

 

2.2 安全・安心のためのアプリケーションの研究開発  

 Twitter を利用した災害時安否情報共有システム（T-@npi）(7)

について紹介する．  

 大規模自然災害の発生後，多くの人々が家族や友人の安否確

認を固定電話による通話や電子メールによって行う． 近年，ソ
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ーシャルネットワーキングサービス（SNS）および Twitter の災

害時における活用が注目を集めている．近年の大規模災害二位

おいては，多くの電話回線が利用できなかったが，インターネ

ットによる通信が利用できるケースがあったことが報告されて

いる．このような状況下で，被害状況の報告や救助要請が特に

Twitter 上に多く投稿された．また，2.1 節において述べたよう

に，「#救助」が付加されたツイートがみられる．さらに災害時

における情報提供と安否確認においては，日常的に利用されて

いるサービス，すなわち SNS や Twitter を活用することが重要

であると考えられる．本システムは，従来の災害時における個

人の安否確認のためのシステムである災害用伝言板 171、災害

用伝言ダイヤル web171 と同等の目的を達成しつつ、より容易

に安否情報を共有でき、また共助・公助へと活用可能とするこ

とを目的として，開発しているものである．図 3 及び図 4 にシ

ステムの画面について示す．  
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図 3 Twitter を利用した災害時安否情報共有システムの安否情

報登録画面と登録された情報の表示例  

 

 

図 4 Twitter を利用した災害時安否情報共有システムにおける

登録された情報のオンラインマップ（2020 年当時の Yahoo! 地

図）への表示例  

 

安全・安心のためのアプリケーションの研究開発に関して，

上記システムの他，災害時に特に支援を必要とする高齢者や子

どもへの適用を想定した，位置情報記録・救助要請システムに

ついて開発 (8)している．また，中国国内で使用されているソー

シャルメディアである Sina Weibo を利用した救助・救援投稿シ

ステムについて開発している(9)． 

 

3. おわりに 

 当研究室における安全・安心のための情報メディアに関する

研究について紹介した．今後も，ソーシャルメディア情報の分

析及び情報システムの研究開発を継続する．  
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